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２０２５年度　メリー★ポピンズ 和光ルーム　事業報告書 

（保育所における自己評価） 
 

 

 

１．２０２５年度の概要　～年度の基本方針を受けて～ 

  

法人の基本方針「にんげん力。育てます」をもとに、和光ルームとしての園目標達成に向けて、「子どもを真ん

中に」「共に育つ」ことを実践してきた。 

子どもたちの育ちを見つめ、思いを感じ、言葉と気持ち、行動に寄り添いながら保育をする中で、子どもたちが

気持ちを目いっぱい発することができ様々な感情を経験し、また新たな意欲や発信につなげることができた。 

その経験から大切にされる存在、愛される存在であることを感じ、自分を好きになる。そして今後の成長の中で

の自己肯定感が持てる人格形成の第一歩となるように願い日々の関わりに努めた。 

毎日の様子を、保護者と共有しながら個々の成長に共に喜び、悩み、探りながら共に成長できるような信頼関

係づくりにも努めた。 

地域交流として、和光市を練り歩きながら地域の方とのふれあい、また商店街ツアーに行き、それぞれの施

設や店の方と子どもたちの関わりを大切に育み、継続、定期的に交流させていただく事でより深いつながりを

持つことができた。 

どろんこ祭りでは、沢山の地域の方に来園していただき、和光ルームを知っていただき「地域の子育ての場」と

なる第一歩となった。 

今後も、変わりつつある日々の中で、機会を排除しすぎず、個々の育ちを保証していくための大人の生きる力、

さらなる保育の質の向上に努めていきたい。 

 

（１）保育内容の充実・質の向上 

1 

計画・ねらい ・子どもの姿、発達の見通しをとらえた保育計画 

実践結果 

子ども一人ひとりの気持ちを受け止め、個々の育ちを見極め、必要な経験、課

題を保育の計画に入れ込む意識を高めていくよう努めた。また、偏りのないよう

に子どもの姿をスタッフ間で共有できる場を大切に重ねていった 

次年度方向性 
子どもができるようになる結果、ではなくそれまでのプロセスや子どもの思い、

姿を大切にしながら丁寧な関わりを行う 

2 

計画・ねらい ・日々の体験を大切にし、心身ともに充実した一日を過ごす 

実践結果 

心動く多くの経験の場を意識し日々の保育の計画を立てながら、子どもたちの

思いに寄り添うことに努めた。共感することを喜びと感じ、共に充実できる体験

を重ねていった 

次年度方向性 

子どもたちが心動く経験ができるための場と時間の保証、物的、人的な環境を

整えるべき保育者の柔軟な考え、ゆったりできる関わりのために職場環境を見

直す。より丁寧でゆったりとした保育が展開できるよう努める 
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3 

計画・ねらい ・インクルーシブ保育の中で必要に応じた丁寧な保育を行う 

実践結果 
個々の成長に合わせた保育を展開していく中で子どもも大人も互いに育ちあえ

る、認め合う関係性の構築に努めた 

次年度方向性 
関わり合い、交わりあい、思いを伝えあうことを重ねていくことのできる人的、物

的環境の構築に努める 

 

 

（２）保育所を利用する子どもの保護者への支援 

1 

計画・ねらい ・心のこもった保護者対応 

実践結果 
タイムライン、連絡帳、お迎え3分間対応を丁寧に行いながら、保護者の方との

関係性を大切にしていった 

次年度方向性 
施設の移転が保育の不安に繋がることのないように、今まで以上に丁寧に関

わるよう努める 

2 

計画・ねらい ・子どもたちの成長の共有を図る 

実践結果 
タイムラインや写真、行事でのドキュメンテーションを通して、写真だけでは伝わ

らないエピソードや成長の見通しを記載することで共有に努めた 

次年度方向性 
引き続きドキュメンテーションやタイムラインを通して、活動はもちろん、成長の

見通しを伝える 

 

 

（３）地域の子育て支援事業 

1 

計画・ねらい ・居心地の良い空間づくり 

実践結果 

明るく衛生的な空間を保てるように努めた。また、プロの保育者としての専門知

識、子育て経験豊富な保育者が対応することで安心して話ができる場となるよ

う努めた 

次年度方向性 
安全であることを第一に衛生面、清掃面での工夫、仕組みづくりを今後の課題

とする。保育者として専門知識を伝える、コミュニケーション力の向上に努める 

2 

計画・ねらい ・地域とつながる 

実践結果 

子育て支援「ちきんえっぐ」、青空保育、きまぐれ掲示板、商店街ツアー、どろん

こ祭りの開催を行う。より幅の広い世代の方が参加，来園してくださり、知って

いただくきっかけとなった 

次年度方向性 

和光ルームが地域の子育ての場となるよう、引き続き気軽に来園できるイベン

トを発信、実践していく。また併設施設『発達支援つむぎ和光ルーム』でのつむ

ぎカフェを知っていただく事で新たな子育ての拠点となるように努める 

 

 

（４）次世代を担うスタッフ育成 

1 

計画・ねらい ・子どもの発達から活動計画や環境を整える力をつける 

実践結果 
発達の学び、理解を深めながら子どもの興味関心に沿った環境を整えるように

努めた 
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次年度方向性 
個々の育ちはもちろん、子ども、大人の動線を意識した環境づくりを行うことで、

さらなる活動の幅、育ちにつなげていく 

2 

計画・ねらい ・自ら学び、発信できるスタッフ集団となる 

実践結果 
自らの課題を深めたり得意な分野をさらに学ぶことをで知識をつけるよう努め

た。 

次年度方向性 
・今後の発信に備え、保育者として、スタッフとして専門知識や得意分野を学び

深め続ける 

3 

計画・ねらい ・子どもに尊厳をもって接する 

実践結果 

子どもが生まれながらにして持つ生命や人格を尊重し、一人の人として自分の

ことを自分で決め、その子らしく生きることのできるよう、丁寧な関わりを意識す

ることに努めた。大人としての主観ではなく、一人ひとりとの言動、思いを探って

いった 

次年度方向性 
尊厳を持った関わりの基本ができるよう、スタッフの勤務体制、事務業務タスク

管理を行い、保育者が心身ともに安心して働くことのできる体制づくりに努める 

 

 

（５）環境実施目標 

1 

計画・ねらい ・環境を知る 

実践結果 
身近にある水、トイレットペーパー、紙などを大切に使う、資源に終わりがあるこ

とを伝え、まずは大人が意識し無駄のないように努めた 

次年度方向性 
子どもたちに理解ができるように水の誕生、紙のできるまで、その行方まで具

体的に可視化しながらさらに、環境の知識につながるようにする 

2 

計画・ねらい ・畑活動を五感で体験する 

実践結果 
土づくり、泥遊びを通し身体の免疫力を高め、土の変化を触れる感触、畑でで

きた野菜の匂い、食感、彩など経験を重ねた 

次年度方向性 
畑の活動は畑仕事として生きていくために、食するために取り組むことを知る。

土の肥料作りなどコンポスト、野菜くず等の有効利用を行っていく 

3 

計画・ねらい ・食の循環、食材に触れ興味をもつ 

実践結果 
畑仕事や食育活動を通し食材に触れる機会をもった。給食の残渣の把握を行

い、無駄のない食材利用に努めた 

次年度方向性 食材のその行方を子どもたちと追いながら、環境問題を知る機会を設けていく 

 

 

（６）本物に触れる 

1 

計画・ねらい ・音、音楽に触れる 

実践結果 
日常にあふれる音、季節の歌や遊び歌、わらべ歌等保育者が口ずさむ音楽の

心地よさを知る 
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次年度方向性 

まずは保育者が日常的季節を感じ、それぞれの行事の習わしを資料や紙芝

居、絵本などを活用して理解を深め、実際にひな人形、祭り、豆まきなどを行っ

た 

2 

計画・ねらい ・食に触れる 

実践結果 
畑活動、食育活動を重ねていった。野菜からあふれるみずみずしさや、切り身

ではない魚の解体など五感で感じる活動を行った。 

次年度方向性 
引き続き食につながる活動を行い五感で感じ、食を大切に思うことのできる活

動につなげていく 

3 

計画・ねらい ・日本古来の伝統行事を知る 

実践結果 
季節を感じ、それぞれの行事の習わしを資料や紙芝居、絵本などを活用して理

解を深め、実際にひな人形、祭り、豆まきなどを行った 

次年度方向性 
日本の伝統文化をまずは保育者が学び、残すべき伝統をつないでいくことがで

きるようにしていく 

 

 

 

２．施設運営 
 

（１）児童利用状況 

月極利用児童受託状況（延べ人数） 

 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

年度前半：

4～9月 
4名 5名 4名 0名 0名 0名 13名 

年度後半：

10～3月 
6名 7名 7名 0名 0名 0名 

       20

名 

 

延長保育利用状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

利用 

総人数 
25名 32名 30名 22名 25名 25名 28名   22名 25名 28名 28名 28名 318名 

うち 

0歳児 
2名 3名 5名 2名 1名 4名 8名 3名 5名 7名    5名 5名 50名 

 

 

一時保育利用状況　 

 利用なし　　　　　　　　　　　　　　　　　 
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（２）開所時間 

７時００分～２０時００分　　　 

 

 

（３）スタッフ構成　（３月１日時点） 

常勤  保育士 5名  調理 1名 

パート  保育士 3名  保育補助 2名 

 

 

 

３．運営報告 
 

（１）施設内会議 

会議名 実施回数 会議内容 

園会議 

月1回 

※2,3月は

策定会議に

て実施 

・コンピテンシー 

・保育の質向上に関わる勉強会 

・保育の課題、環境等の話し合い 

給食運営会議 月1回 食育、離乳食、アレルギー食、喫食状況の共有、課題提案 

事故防止委員会 月1回 
インシデント、ヒヤリハットの分析 自園含む全園でのケ ーススタ

ディと改善策 

ケース会議 
必要に応じ

て 
振り返りと今後の課題 

保健会議 月1回 感染症，マニュアル確認、感染予防、衛生知識 

 

 

（２）出席した施設外会議（Web参加含む） 

会議名 実施回数 参加スタッフ 

施設長会議 月1回 施設長 

施設長勉強会 月1回 施設長 

食育会議 年4回（5.8.11.2月） 施設長、調理スタッフ 

保健会議 年4回（5.8.11.2月） 施設長 

主任会議 年4回 主任・ミドルリーダー 

子育ての質を上げる会議 月1回 保育士 
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併設園会議 年2回 施設長 

 

 

（３）係の設置状況 

係名 活動の様子・省察 

衛生管理係 園内汚染区域を中心とした衛生管理・感染症情報収集発信 

安全対策係 環境・玩具の点検・避難訓練の実施と見直し・環境安全の整備 

防火管理者 避難訓練の実施、防災自主点検を用いての管理運営 

食品衛生管理係 食品管理・食育計画の立案確認・調理室の衛生管理 

畑係 プランター準備、植える種苗の準備、成長・収穫の管理 

生き物係 生き物の生育管理 

 

 

（４）行事係の設置状況 

 

 

 

４．保育支援 
 

（１）保育･保育参加･保護者面談および発達相談・園児の保護者への支援および意見要望へ

の対応 

保育 

・保育参加を通して、子どもたちの育ちや、人間関係、保育園での生活の様子、保育者

の関わりを見ていただく。普段と同様の姿を見ていただく事は難しいこともあったが、周

囲の子どもの活動や子ども同士の関わりを見て楽しくたくましく成長していることをうれ

しく感じたというご意見を頂く 

保育参加 4～3月まで　合計3名　が参加済み　　（3月1日時点） 

保護者面談お

よび発達相談 
4～3月まで　合計2名　が参加済み　　（3月1日時点） 

 

係名 活動の様子・省察 

どろんこ祭り係 
祭りの保護者サポーターとの打ち合わせ・祭りの立案・仕入を

行った 

地域交流係 地域支援につながる活動の発信、準備を行った 
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運営委員会 

運営委員会を6月6日に当園にて実施し、参加した保護者4名 

運営委員会を11月21日に当園にて実施し、参加した保護者2名 

 

詳細は議事録に記載　　 

 

 

（２）計画した年間行事の振返り 

　・別紙「２０２５年度 年間スケジュール」に掲載 

　・保育参加・保護者面談は随時開催 

 

 

（３）給食・食育に関する実践結果 

1 

計画・ねらい ・調理員､保育者､施設長は子どもと一緒に食べる 

実践結果 
同じテーブルで調理員、保育者、施設長が子どもと一緒に食すことで、会話が

広がる、子どもの喫食状況がよりよくわかる、楽しい時間となった 

次年度方向性 
引き続き、子どもと食卓を囲む家庭的な雰囲気、友だちもスタッフも意欲的に食

べることを目標とする 

2 

計画・ねらい ・食に興味を持つ 

実践結果 

食材の栄養や効果を盛り込みながら会話をすることと、友だちと一緒に食べる

ことで刺激を受け、苦手なものや初めて見るものにも興味を持つようになり、目

の前におかわりを並べることで食事の意欲につながった 

次年度方向性 
給食以外でも、プランターや畑活動を通して料理の中の食材に興味を持つな

ど、さらに食への興味につながるようにしていく 

3 

計画・ねらい ・子どもたちが自ら選び食す 

実践結果 

好きなものを好きなだけ食べる、苦手なものも少しの量にして味わうことにつな

がった。たくさん食べたい思いも、おかわりの残りを見ながら他の子どもに聞

き、分け合うことにもつながっていた 

次年度方向性 
大人が配るのではなく、自分で選び運ぶことで食事の準備の時間を大切にして

いく 

 

 

（４）保健に関する実施結果 

実施項目 詳細 

園児健康診断 6月15日／11月10日に実施 

歯科検診 6月12日にメリー★ポピンズ和光ルーム保育室にて実施 

保健だより 毎月25日におたより配信を実施 

スタッフ健康診断 年1回実施 
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スタッフ検便 毎月1回（全スタッフ対象） 

その他実施した園児への保

健指導、又は、取組等 

絵本や紙芝居を通して日々の生活の中で、手洗い指導、歯磨き指導、感

染症防止につながるうがいの大切さを伝えていった 

流行した感染症 
2月にインフルエンザＢ、園児5名朝霞保健所へ報告 

 

発作・痙攣等の対応 
計1名に対し、計1回ダイアップ使用 

 

エピペン®使用できるスタッフ

の状況 

・4月11日にてエピペン®研修をスタッフ11名が行う 

・本日時点で、在籍スタッフ10名のうち、10名が使用可能 

その他保健に関する取組 
新型コロナウイルスおよび他ウイルス感染予防のため、うがい指導・手

洗い指導を行う。また消毒・換気を徹底する 

 

 

（５）各種点検 

危機管理 

設備点検・事故防止チェック 4･7･10･1月の25日に計4回実施済み 

防災自主点検 

（備蓄品点検含む） 
6･12月の25日に実施済み 

避難消火訓練 毎月1回／15日に計12回実施済み 

不審者侵入訓練 6･12月の25日に実施済み 

情報セキュリティチェック 5月･11月に実施済み 

誤飲・誤嚥防止チェック 4･7･10･1月の25日に計4回実施済み 

フロン点検（法定1回/3年） 
業者による対象物の法定点検 2023年実施済み 

※対象物がない園及びJW園は削除すること 

衛生管理 

衛生管理点検表／毎日 毎日実施⇒実施していない日　土日 

衛生管理点検表／毎週 毎週金曜日実施⇒実施していない日　なし 

衛生管理点検表／毎月 毎月25日に計12回実施済み 

個人衛生点検簿／毎日 毎日実施⇒実施していない日　なし 

健康管理 

予防接種状況・既往歴の確認

／保険証期限確認 

年2回／4･10月　 

⇒4月1日、10月25日に実施済み 

身長体重測定 毎月1回／20日　実施済み 
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児童健康診断 

  

内科健診　各年2回／6月5日、11月10日 

歯科健診　各年1回／6月12日 

運営管理 

児童・保護者の人権に関する

チェック 

年2回／4･10月の園会議時　 

⇒4月11日、10月10日に実施済み 

コンピテンシー自己採点 毎月1回／園会議冒頭5分間　実施済み 

利用者アンケート調査 8月25日～9月5日に実施済み 

 

 

（６）実施した環境整備の状況 

1 

計画・ねらい 温かなぬくもり、親しみとくつろぎの場を創っていく。 

実践結果 整理整頓を心掛けすべての利用者が気持ちよく過ごせるように努めた 

次年度方向性 
部屋の隅、棚の上、行事の前後にものを一時的に置くなど、危機管理にもつな

がる事なので、徹底して恒常化に努める 

2 

計画・ねらい 子どもが自ら関わり自発的に活動する 

実践結果 
子どもたちの興味関心を常に観察しながら、子どもが自ら関わりたくなる環境づ

くりに努めた 

次年度方向性 
新しい園舎となるのでまずは安心できる場となるように今まで使用していた玩

具を取り入れ、落ち着くことのできる空間や環境づくりに努めていく 

3 

計画・ねらい 遊びこむことのできる環境をつくる 

実践結果 
子どもの興味関心が今どこにあるのかを察知し、その時にあった環境を整える

ことに努めた。個々の遊びが継続できるように空間、時間の確保に努めた 

次年度方向性 
子どもの遊びを見守りながら環境の見直しを行い、子どもの育ちを見極めて工

夫をしていくことが課題となる。 

 

 

（７）手作り遊具・家具安全点検結果 

該当なし 

 

 

 

５．危機管理（防災・ケガ事故防止・防犯・光化学スモッグ） 
 

1 実践結果 
消防計画に則った自衛消防組織を基に避難訓練（毎月1回）・防災自主点 検

（年2回）・日常点検を実施 

2 実践結果 

怪我事故防止の為事故防止チェック（年4回）・設備点検チェック（年6回）を実

施。事故防止委員会会議を実施し、園内で起きているヒヤリハット やインシデ

ントの分析を行った（月1回）。 怪我発生時には法人の怪我発生時フローチャー

トに従って行動した 

3 実践結果 
不審者侵入訓練（年2回）を実施 全スタッフ笛を携帯し、非常時に備えた。 自治

体や近隣園からの不審者情報を保護者、本部と共有した 

 



202511版 

4 実践結果 
光化学スモッグの知識を身に付け、「光化学スモッグ注意報発令配信メー ル」

に登録し、発生時には行政指示に従って対応した 

 

 

 

６．実習生・中高生の受入 
 

（１）今年度の振返り 

次世代を担う保育、福祉の場で活躍する人材を育成する。また自園のスタッフの保育を見直す、振り返るきっ

かけとし共に成長できる機会となった。保育園は地域の社会資源であり、地域研修の場であることを意識し、

実習生、研修生を受け入れた。 

 

 

（２）実習生の受入 

日程 学校名 人数 実習内容 

7月7日～11日 大宮子ども専門学校 1名 体験実習 

 

 

 

７．スタッフ研修 
 

（１）園内研修の開催 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

コンピテンシー

自己採点 

11日 

11名 

9日 

11名 

13日 

10名 

11日 

10名 

8日 

10名 

12日 

11名 

10日 

11名 

14日 

10名 

12日 

10名 

16日 

12名 

27日 

11名 

26日 

10名 

 

 

（２）外部研修への出席 

日程 主催 研修名 出席 
施設長推

薦 

2月13日 子ども家庭庁 子ども性暴力防止法研修 1名 有 

 

 

（３）法人支援制度の活用・出席 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

業務改善研修 

（子育ての質を上げる

会議） 

16日 

1名 

21日 

1名 

25日 

1名 

16日 

1名 

20日 

1名 

17日 

1名 

15日 

1名 

19日 

1名 

17日 

1名 

21日 

1名 

18日 

 0名 

18日 

1名 
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施設長勉強会 
17日 

1名 

22日 

1名 

26日 

1名 

17日 

1名 

21日 

1名 

18日 

1名 

16日 

1名 

20日 

1名 

18日 

1名 

22日 

1名 

19日 

1名 

19日 

1名 

全社員研修 11～12月までの間に動画視聴にて研修を実施（全スタッフ対象） 

 

 

（４）スタッフ個人別育成計画 

施設長が年１回実施するフィードバック面談時に「個人ごとの次期の目標設定と併せて、次期の育成計画を

施設長が所定様式を使用して個々に伝えた。半期に一度、中間面談の実施を行い、進捗確認をした。 

 

 

 

８．地域交流 
 

（１）今年度方針・テーマの振り返り 

昨年度の引き続き「つながる」をテーマに、新たな施設、店にご協力を頂いた。 

商店街ツアーをきっかけに、各ご家庭で再度訪問していただく、園のイベントにご協力いただくことで「継続的

な関わり」「地域の方とのつながり」を積極的に行った。 

 

 

（２）実施した地域交流 

活動行事 内容 

どろんこ祭り 年1回　　　参加述べ人数：66名 

青空保育（保育園主催） 月1回　　　公園名：チビッコ公園にて　　参加延べ人数：8名 

商店街ツアー 

週1回　主な行き先：和光市駅、和光市駅前交番、和光市図書館、東京メトロ

和光検車区、武蔵野銀行、パパピニョル、いなげや、ユニクロ、床屋RUSH、

ファミリーマート、東武ホテル、第一デンタルクリニックWinBe等 

シニア交流 月に一回、生き活きプラザにてシニア交流　 

異年齢交流 和光どろんこ保育園との交流 

その他活動 2月13日に保育室にて「フィリピンの文化を知る」異文化交流を実施 

 

 

 

９．小学校との子ども間交流・スタッフ間交流 
 

  該当なし 
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１０．要支援児 
 

  今年度、対象園児なし 

 

 

 

１１．子育て支援事業 
 

（月別）子育て支援（イベント・青空保育を含む）延べ来訪者数 

 4月   5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
年間 

合計 

実績数 4 9 14 66      24 
        

4 
     12 0 2 8 2 4 149 

 

実施項目 詳細 

施設開放 （月）～（土）9:30～16:30　にて実施　来園延べ人数：14名 

子育て相談 （月）～（土）13:00～16:30　　　　　⇒計1件相談実施済み 

自然食堂　

親子ランチ

交流 

毎週（水）10:00～12:00　　　　　　　⇒計4回実施済み 

参加者延べ人数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

0名 0名    0名 2名 0名 0名 2名 0名 2名    0名 0名 2名 8名 

どろんこ　芸

術学校 

どろんこ　自

然学校 

毎週（水）10:00～12:00　　　⇒計0回実施済み 

参加者延べ人数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 

勝手籠設置 （月）～（土）7:00～20:00　にて実施 

ちきんえっぐ

だより 
毎月1日発行 

青空保育 

月1回　　　公園名：チビッコ公園にて　以下日程にて実施 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

0名 4名 0名 0名 0名 0名 6名 0名 0名 2名 0名 2名 14名 

 

 

 

１２．園運営の向上 
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（１）福祉サービス第三者評価の受審 

今年度受審なし 

 

（２）園による自己評価の実施 

２０２６年８月２５日に「内部監査チェック表」を用いて、以下の通り、自己評価を実施済み。 

自己評価開始時刻：８時３０分 

自己評価終了時刻：２０時３０分 

自己評価実施者：施設長、スタッフ 

 

 

（３）利用者アンケートの実施 

施設利用 保護者に対し、アンケートを実施 

アンケート配布日：８月２５日 

アンケート回収率：１００％ 

 

活動、保育内容、スタッフの挨拶、子どもへの言葉かけ、園環境の設問について、満足、又は良いと答えてい

ただく事ができた。また自由記述では「子どもが楽しそうに登園している」「畑仕事や自然との触れ合いが多く

野菜や生き物の名前をおぼえた」「子どもも親も安心できる保育園」等があった。 

お迎え時に一日のお子様の様子を分かりやすく伝えているかの設問にやや不満と回答された保護者がいた

ので、今まで以上に子どもたちの様子や成長の過程を伝えながら共に悩み、喜び合うことで子どもたちを真

ん中に互いに育ちあう関係の 

 

 

１３．苦情解決・ケガのうち報告すべき事項 
 

ご意見ご提案デスク（ＨＰ・メール・電話）、口頭・書面・連絡帳・ご意見ご提案ボックスによって寄せられた全て

の意見・要望・苦情について、原則、「苦情対応体制」に従い、法人として解決を図る。以下、報告すべきご意

見・ケガに関しては次の通りとなる。 

 

（１）報告すべきご意見 

　　　報告すべきご意見　０件 

 

（２）報告すべきケガ（事故含む） 

　　　報告すべきケガ（事故含む）　０件 

 

 

 

※なお、報告書内の３月度の数値結果に関しては、すべて見込みの数値となっている。 

 

 

以上 

 

 

作成日：２０２６年３月１５日　作成者：メリー★ポピンズ 和光ルーム 施設長　高安　百合子 
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